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1 スポーツ指導活動の場

我が国のスポーツは、競技スポーツにおいては学校運動部、企業

スポーツなどを中心に、生涯スポーツにおいては、スポーツ少年団

やママさんバレーなど地域のスポーツクラブ又は民間のスイミング

クラブやフィットネスクラブ等を中心に発展してきました。

このことから、学校を卒業したり、所属クラブを辞めてしまうと

スポーツと離れてしまうことが多く、生涯にわたってスポーツに親

しむ環境が整っていない状況でした。

また、地域のスポーツクラブの多くが単一種目で、性別、年令等

が限定され、閉鎖的な傾向があることも、スポーツをしたい人が、

個々人の要求に合わせ、いつでも、どこでもスポーツができる状況

にはありませんでした。

しかし、近年、国民の一人ひとりが自己の能力や興味・関心、ラ

イフスタイルなどに応じて主体的にスポーツを実施していくという

生涯スポーツ社会の実現を図るために、多様なニーズを包含し、多

様な活動が可能となる地域に密着した総合型地域スポーツクラブの

育成や、そのサポートなどを行う広域スポーツセンターの設置等、

従前の施策に加え、新たな視点からの施策が打ち出され、その取り

組みが進んでいます。

II
新たなスポーツ環境と

スポーツ指導者
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日本サッカー協会では、2003年から高松宮杯全日本
ユース（U-18）選手権大会に、リーグ戦方式を取り入れ
た。目先の勝利にこだわりすぎることなく、長期的な視
野に立って指導ができる、と指導者には概ね好評のよう
だ。もちろん、これまでのような“負けたら終わり”の
ノックアウト方式にも、勝利への執念・集中力を養うと
いう一定の意義はあろう。しかし、度が過ぎた勝利至上
主義によって、スポーツから離れていく子どもたちが少
なくないことも、また事実である。特に若年層を受け持
つスポーツ指導者が、その指導対象に対して蒔くべき
“種”とは何か。冒頭の一言は、指導者の哲学を問いか
けている。ロバート・ルイス・スティーブンソン（1850-
1894）はスコットランド・エジンバラ生まれの文豪。彼
の作品は『ジキル博士とハイド氏』や『引き潮』など数多
いが、その中でも代表作といえば、彼が自分の子どもに
読み聞かせるために作ったという『宝島』だろう。港町
にある宿屋の少年ジムが、船乗りから手に入れた地図を
手がかりに、宝探しの航海に出るという物語は、世紀を
越えて多くの子どもたちの冒険心をゆさぶりつづけてき
た。早逝というべき歳で亡くなったのちもなお、ペンに
よって“夢”という種を蒔きつづけているのである。

毎日を
その日の収穫高で
判断せず、
蒔いた種で判断しなさい
ロバート・ルイス・スティーブンソン（スコットランド）



14

2 地域スポーツクラブとスポーツ指導者

�総合型地域スポーツクラブの特徴と可能性
近年、スポーツを「する」「みる」「ささえる」などの楽しさや自

己の充実を味わう場として、地域、学校、家庭、企業、行政が一体

となって、すべての人が参加できる地域のスポーツクラブを「つく

る」試みが全国各地で広まっています。それが、新しいスポーツ活

動の場としての総合型地域スポーツクラブづくりです。

総合型地域スポーツクラブの「地域」とは、特に定義されたもの

ではありませんが、概ね中学校区程度の範囲とされています。

総合型地域スポーツクラブは、様々な考えや目的を持ったメンバ

ーの自主的かつ連帯性のあるクラブであり、学校開放等を利用して

個人的にあるいは少人数でスポーツを行う人、スポーツ大会やスポ

ーツ教室等に参加してスポーツを行う人、さらにはスポーツを行わ

ない人のスポーツニーズを満たすことを目指しています。

ここでは、スポーツタレントの発掘・育成、一貫指導も併せて実

施することで、中長期的な視点からの競技者育成も期待できます。

また、これまで日本のスポーツを支えてきた企業スポーツ等が縮

小・衰退する中、その新しい受け皿として総合型地域スポーツクラ

ブへの期待が高まっています。

一貫した指導理念・方法のもと、スポーツを行う環境を備えた総

合型地域スポーツクラブが、指導者の新しい活動の場として、また

競技者の新しい活動基盤として期待されています。

総合型地域スポーツクラブ

地域の
コミュニティづくり
（社交場）

スポーツとの
出会いの場生きがい、

楽しみとしての
スポーツ

健康維持
増進のための
スポーツ

スポーツ教室、
イベントの開催

競技、
自己実現のための

スポーツ
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このように総合型地域スポーツクラブは、生涯スポーツ、競技ス

ポーツ、学校体育・スポーツを包含した、わが国の新しいスポーツ

基盤として、そして魅力ある地域社会を形成する新たな試みとして、

様々な波及効果が期待される中、官民一体となった整備が求められ

ています。

�総合型地域スポーツクラブにおけるスポーツ指導者
この新たなスポーツ活動の場としての総合型地域スポーツクラブ

も、資質の高いスポーツ指導者の活躍なくしては、期待どおりの活

動とはなりません。

地域のスポーツ環境の整備と競技者育成の基盤となる総合型地域

スポーツクラブでは、多種多様な志向と様々なニーズを持ったクラ

ブ会員に対して、どのような人材が必要でしょうか。

具体的には、会員へのスポーツ指導や、スポーツとの出会いを演

出するスポーツ教室の実技指導を担当する競技別指導者やフィット

ネス系指導者などのコーチングスタッフが必要です。

また、会員が日常のスポーツ活動を安心して行うために、スポー

ツドクターやアスレティックトレーナーなどのメディカル・コンデ

ィショニングスタッフとの連携も必要となります。

今後期待されるスポーツ活動の場と必要なスタッフ

総合型地域スポーツクラブ

地域のコミュニティづくり（社交場）

スポーツとの出会いの場

生きがい、楽しみ
としてのスポーツ

競技力向上、
自己実現の
ためのスポーツ

スポーツ教室、
イベントの開催

健康維持増進の
ためのスポーツ

マネジメントスタッフ
クラブマネジャー

コーチングスタッフ
競技別指導者
フィットネス指導者

メディカル・コンディショニングスタッフ
スポーツドクター
アスレティックトレーナー
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さらに、会員が継続的に快適なクラブライフを送るための環境を

整備するとともに、クラブ内のそれぞれの指導者が、それぞれの立

場で能力を活かして活動できる環境づくりと、クラブを健全に継続

して運営するためのクラブマネジャーなどのマネジメントスタッフ

が必要となります。

全国的に「総合型地域スポーツクラブ」の創設・育成が進められ

ている中、数多くの資質の高いスタッフが求められ、有資格指導者

の新たな活動の場が広がります。

3 広域スポーツセンターとスポーツ指導者

�広域スポーツセンターの機能と役割
総合型地域スポーツクラブの創設や育成とともに、広域圏内にお

けるスポーツ活動全般について、効率的な支援を行う役割と機能を

持った広域スポーツセンターが徐々に整備されつつあります。

広域スポーツセンターは、次の機能を持っています。

・総合型地域スポーツクラブの創設、育成に関する支援

・総合型地域スポーツクラブのクラブマネジャー、指導者の育成に

関する支援

・広域市町村圏内におけるスポーツ情報の整備・提供

・広域市町村圏内におけるスポーツ交流大会の開催

・広域市町村圏内におけるトップレベルの競技者の育成に関する支

援

・地域のスポーツ活動に対するスポーツ医・科学面からの支援

広域スポーツセンターは、広域市町村圏内の複数の総合型地域ス

ポーツクラブを支援する機能を持つとともに競技者育成拠点として

の機能を持つものとして期待されています。

また、その地域における総合型地域スポーツクラブのコンサルタ

ントであり、コーディネーターでもあります。専門的知識を持って

クラブ経営を担当するクラブマネジャーの育成、スポーツ指導者の

研修・派遣などを行うとともに、各クラブの個別の問題解決をも支

援します。

17

したがって広域スポーツセンターには、スポーツ医科学施設・設

備の充実、IT機能の強化、スポーツ情報の提供とともに、これらを

効果的に機能させるためのマネジメント能力を持った人材や競技別

指導者などの専門スタッフを配置することが必要となります。

広域スポーツセンターは、総合型地域スポーツクラブの育成並び

に広域市町村圏内のスポーツ振興を図る中核的存在として、各地域の

取り組みを体系的・計画的に支援していくことが期待されています。

�広域スポーツセンターにおけるスポーツ指導者
実際に広域スポーツセンターが、その機能と役割を充分に発揮す

るためには、資質の高いスポーツ指導者の存在が不可欠です。

総合型地域スポーツクラブの創設・運営に関する支援であれば、

クラブの経営･運営を健全に継続していくためのマネジメント能力

を持った人材が必要なことはもちろんであり、その任に当たる人材

はクラブマネジメントに関する専門的な知識・能力とともに、行政

機関や各種スポーツ団体との連携協力を得るために必要な交渉に関

する知識・能力を持っていることが要求されます。

広域スポーツセンターの行う事業としての巡回指導や競技者の育

成強化のための合宿などでは、我が国における各競技統括団体であ

る中央競技団体の競技者育成プログラム（一貫指導システム）を理

解し、全国的に統一された指導方針に沿った指導が行われる必要が

あることから、特に資質の高い指導力を有した有資格指導者の存在

は不可欠となるのです。

4 スポーツ少年団とスポーツ指導者

日本スポーツ少年団は、スポーツによる青少年の健全育成と生涯

スポーツの芽を育てることを目的として、1962年6月に創設されま

した。以来、40数年を経て、関係者の情熱と努力により、団員・指

導者合わせ112万人を擁する我が国最大の青少年スポーツ組織に成

長しました。
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導者合わせ112万人を擁する我が国最大の青少年スポーツ組織に成

長しました。
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しかし、今後、スポーツ少年団活動の一層の拡充を図っていくた

めには、青少年の体力の低下や続発する問題行動などの諸問題並び

に学校週５日制の完全実施などを視野におき、地域における青少年

のスポーツ組織として、青少年のスポーツ環境や一貫した指導体制

等の整備と充実を図っていく必要があります。

また、少女をはじめ中・高校生の加入促進のための体制作りを行

うとともに、地域社会との連携を考慮して、小学校期のみならず、

中学・高校期以降の継続的なスポーツ活動を推進することができる

ジュニアスポーツクラブとしての基盤整備を図るなど、地域におけ

る多様な青少年スポーツ活動の受け皿としての充実策を検討してい

くことが求められています。

このような活動が、スポーツ少年団を核とした総合型地域スポー

ツクラブづくりに繋がり、それぞれの地域においてスポーツ少年団

が中心的役割を担うこととなるのです。

また、21世紀をたくましく生きる青少年を育成していくためには、

青少年のスポーツを振興し、心身の健全な育成・発達を促すととも

に、自己責任やフェアプレイの精神、仲間との交流を通じたコミュ

ニケーション能力や豊かな心と他人を思いやる心などを育成してい

く必要があり、スポーツ指導者の果たす役割が極めて重要となって

きます。

発育・発達期の子どもたちを指導するスポーツ指導者は、スポー

ツ活動をめぐるマナーやエチケットに関する指導をはじめ、生涯ス

ポーツの芽を育てるために、子どもたちの発育・発達段階、技能レ

ベルや志向に応じた指導を行うとともに、特に幼少年期の子どもた

ちには遊びを通した身体づくり、動きづくりの指導を行うことが大

切となります。

ここでも、有資格指導者のさらなる活動が期待されています。
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5 学校運動部活動とスポーツ指導者

学校運動部活動は、学校の指導のもとに学校教育活動の一環とし

て、スポーツに興味と関心を持つ同好の生徒によって自主的に組織

され、部員同士の切磋琢磨や自己の能力に応じてより高い水準の技

能や記録に挑戦する中で、スポーツの楽しみや喜びを味わい、豊か

な学校生活を経験する活動です。さらには、生涯にわたってスポー

ツに親しむ能力や態度を育て、体力の向上や健康の増進を図るだけ

でなく、学級や学年を離れて生徒が自発的・自主的に活動を展開す

ることにより、自主性、協調性、責任感、連帯感などを育成すると

ともに仲間や教師との密接なふれあいの場として大きな意義を有し

ています。

しかしながら、近年、少子化による運動部活動数の減少や顧問教

師の高齢化・実技指導力不足等により少年期のスポーツ活動を行う

場としての機能を充分に果たすことができなくなっています。

このことにより、多人数を必要とするチーム競技ではチーム編成

ができず他校との合同部活動をせざるを得ない状況が生じたり、部

活動の対象競技に自分の好きなスポーツがないことや競技志向が強

く好きなスポーツを楽しくできないことからスポーツから離れてし

まう状況が生じてきています。このような状況に対処するため、学

校が必要に応じて外部指導者に協力を求めることができるなどの環

境整備が一層促進されております。

また、文部科学省の「体力・運動能力テスト」では、1980年前後

をピークに、青少年の基礎体力・運動能力が低下を続け、子どもた

ちの体力・運動能力不足が問題となっています。

このような中、学校運動部活動においても、外部指導者として有

資格指導者の果たす役割はますます重要になってきます。有資格指

導者は、学校運動部活動の意義や運営の在り方などを十分に理解し

た上で、子どもたちの心身の発育・発達に十分に配慮し、子どもた

ちのスポーツに対するニーズに合わせた指導を行い、スポーツの楽

しみ方や取り組み方を指導するとともに、豊かな人間性の涵養に資

することが期待されています。
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ある人に
魚を一匹与えれば、
その人は一食を得る。
魚の捕り方を教えれば、
その人は生涯食える

管仲（中国）

管仲は春秋時代、斉の宰相。この金言は、管仲の思想
をまとめたといわれる『管子』に収められた一言。『管
子』の中にはこの他にも「一つの手間で、一の利益を得
るなら穀物を植える、十の利益を得るには木を育てる、
百の利益を得るには人を育てる事だ」と、人材養成の重
要性を説くものが多い。
スポーツは競技（コンペティション）である以上、指
導者が勝利を目指した指導を行うことは当然。ただ勝利
を求めるあまり指導を急ぎ、答えを与えてしまったとし
たら、結局は競技者が生涯食える（＝スポーツに親しむ）
指導にはならないだろう。
管仲がスポーツ競技者の育成を念頭に置いていたはず
はもちろん無いが、この言葉がスポーツ指導者に示唆す
るものは重い。管仲が仕えた斉の桓公は凡庸といわれな
がら、春秋時代最初の覇者となった。今も昔も指導者の
重要性は変わらないのである。
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1 21世紀のスポーツ振興の基本理念

�生涯スポーツ社会の実現
これからのスポーツ振興に関する(財)日本体育協会（以下「本会」

という。）の使命は、国民の一人ひとりが豊かで活力のある「生活／

暮らし」を目指し、生涯を通じたライフステージにおいて、自己の

能力・適性、興味・関心等に応じ、主体的にスポーツ文化を豊かに

享受することのできるスポーツライフを築き上げていくという社会、

いわゆる「生涯スポーツ社会」を実現していくということです。

�生涯スポーツ社会の実現に向けて
生涯スポーツ社会の実現を目指し、国民の一人ひとりがスポーツ

に対する多様なニーズや能力に応じて主体的なスポーツ実践能力を

高め、継続的なスポーツ実践者の増大を図るためには、スポーツ文

化を豊かに享受する能力を育成することのできる、資質や能力の高

い指導者の存在が不可欠なのです。

本会は、この「生涯スポーツ社会」実現のための具体的な事業の

III
我が国のこれからの

スポーツ振興の方向性


